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　消防車・救急車・はし
ご車の見学、放水体

験、救助体験などを通じ
、防火・防災意識を

高めます。

とき　８月８日㈮・19日㈫、1
0：00～12：00

定員　各30人（保護者を含む）

申込先　消防本部総務課（☎㉕１２
０６）

※駐車場がないため、倉
田山公園から送迎バ

スを運行します。

　伊勢志摩地域の台所である早朝の市場を探
索し、普段は見ることのない青果の競りや魚
の解体ショーなどを見学します。
とき　８月７日㈭・21日㈭、6：30～9：00
定員　各60人（保護者を含み１組４人まで）
申込先　伊勢志摩総合地方卸売市場
　　　　（☎37５０５０）〔受付時間は9：00～15：00〕
※プレゼント付きです。

消防本部・消防署 伊勢志摩総合地方卸売市場神田久志本町1436-1

西豊浜町141-1

　いよいよ、待ちに待った夏休みがやって来ます。

　夏休みは、子どもたちがいろいろなことを学ぶ絶

好の機会でもあります。

　次のとおり親子施設見学会を開催しますので、親

子で夏の思い出をつくってみませんか。

対象　小学生とその保護者
申し込み　７月16日㈬・午前９時から、
　　　　　電話で各施設へ

※いずれも先着順となります。

夏休み
親子施設見学会

　病院には、医師・看護師をはじめ診察・治

療を支える多くの仕事があります。院内見学

や看護の模擬体験などを通じ、医療に対する

意識を高めます。

とき　７月29日㈫、14：00～16：00
定員　15人（保護者を含む）
申込先　伊勢総合病院総務課（☎㉓５１１１）

伊勢総合病院
楠部町3038
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子どもが 生き生き輝く 夏休みに
学校教育課（☎�７８８１）

子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。　　　

　　　　　　　安全で有意義な夏休みになるよう支援しましょう。

　読書や自由研究など、学校から出された夏休みの課題に時間をかけ
て取り組むことは、子どもた

ちの知的好奇心を満たし、確かな学力をつけることにつながります。

　また、夏休みを利用して、趣味やスポーツに取り組むことや、本物
の芸術に触れたり、野外で自

然体験をしたりすること、ボランティア活動や地域の行事に参加する
ことも、子どもたちの個性を

伸ばす上で貴重な経験です。

　夏休みは、子どもたちが自らいろいろなことを学ぶ絶好の機会です
。

　子どもたちの心と体が健やかに成長する夏休みになるよう、家庭や
地域の大人が連携して、しっ

かりと支援しましょう。

夏休みならではの学習を

　長期の休みという解放感から、子どもたちの生活は不規則になりがちです。
　子どもたちが夏休み前に立てた計画はきちんと実行できているでしょうか。夏休みの課題の進み
具合はもちろん、食事や睡眠時間など生活の様子を把握し、子どもたちが健康で生き生きと過ごせ
るように、しっかりと支援しましょう。

健康で生き生きとした生活を送っていますか？

　休み中は、自由に過ごせる時間が増えることで、子どもたちの行動範囲が広がる傾向があります。

そのことから、交通事故などが起こることが心配されます。伊勢市においても、子どもたちが関わ

った自転車事故が発生しています。二人乗り・並進の禁止や、停止線での一時停止など、安全ルー

ルを守ることについて、いま一度確認をお願いします。

　また、水遊びにおける事故も心配されます。水遊びは楽しいものですが、注意を怠ると大きな事

故につながります。遊泳禁止区域では絶対に泳がないようにするとともに、水の事故が起こらない

ように注意喚起してください。

子どもたちが事故に巻き込まれないようにしましょう。

　近年、スマートホンや携帯電話の急激な普及などにより、子どもた
ちを取り巻く環境が変わり、

子どもに起こっていることが大人に見えにくくなってきています。小
さな機器を通して、これまで

は考えられなかった所との接点が子どもにできている場合もあります
。

　子どもたちの様子に気を配り、ちょっとした変化や心のサインを見
逃さないようにしましょう。

　子どもたちが安心して過ごせるよう、また、危険な目に遭わないよ
う、地域ぐるみで子どもたち

を見守っていきましょう。

子どもたちを取り巻く環境が変わってきています。

の力でと家庭 地域



3 広報いせ ●平成26年７月15日号広報いせ ●平成26年７月15日号

こども課（☎�５５７９）　学校教育課（☎�７８８１）　教育総務課（☎�７８７５）

　市では、今年２月に「伊勢市の就学前の子どもの教育・

保育に関する整備方針」を策定しました。

　子育てや子どもの育ちにおける環境の変化に伴い、幼稚

園や保育所の役割が一層重要となっている中、今後、この

方針を基に就学前の子どもの教育・保育環境の整備に取り

組んでいきます。

※方針の全文は、市のホームページでご覧いただけます。

　　すべての就学前の子どもに対応
　　する教育・保育について
　各幼稚園・保育所などが、地域における就学前

の子どもの育ちを支える中心的な役割を担い、地

域の特色を生かした教育・保育の質をより一層充

実させます。

　また、発達障がいを含む障がいのある子どもた

ちに適切な支援が行えるよう、特別支援教育の充

実を図ります。

　　発達や学びの連続性を踏まえた
　　教育・保育について
　職員同士の交流や、学校教育と就学前教育の相

互理解、情報共有を進め、保育所・幼稚園・小学

校の連携を強化します。また、幼稚園においては

４歳児と５歳児で構成する集団の最低人数は15

人が適当と考え、教育の質を確保していきます。

　　子育て支援の充実と家庭・地域
　　との連携について
　子育て支援センターについて、新たな設置も含

めて充実を図るとともに、民間による子育て支援

事業との連携を行います。また、地域の人材を活

用したり、子どもの体験活動の場を地域に求める

など、地域社会と協同した教育・保育を展開して

いきます。

　　認定こども園について
　既設の認定こども園における状況を十分に検証

しながら、市内全体の教育・保育施設の適正配置

を考慮しつつ、地域の状況に応じて施設の認定こ

ども園化も検討します。

　　
　　公立施設のあり方について
　多様な保育サービスを提供できる施設として整

備することを基本に、子育て支援センターの併設

や多機能化に対応できる施設を各地域における拠

点として整備し、他の施設については、統合や民

間への移譲などにより整理を行います。

　また、津波などの防災対策は差し迫った課題で

あることから、防災の観点も踏まえ、私立との共

存、子育て支援などの充実を総合的に捉えて計画

的に施設を整備します。

　この方針に従って、これからの公立施設の整備・統合や民間移譲などの計画を策定していきます。
整備計画は、パブリックコメントの活用により皆さんのご意見を聞かせていただきながら策定します。

伊勢市の就学前の子どもの教育・
保育に関する整備方針 を策定

方針で定めた主な項目の概要



4広報いせ ●平成26年７月15日号広報いせ ●平成26年７月15日号

予算額〔平成26年度〕　　5,690万円（うち市負担額2,000万円）

2014中日三重 お伊勢さんマラソン
スポーツ課（☎�７８９５）　今年も、「中日三重 お伊勢さんマラソン」を

開催します。師走の伊勢路を、全国各地から集

うたくさんの仲間と一緒に楽しみましょう。

※事前申し込みが必要です。詳
しくは、大会ホームページを
ご覧ください。

（いずれも雨天決行）

ウォークの部 12月６日土
ランニングの部 12月７日日

＜大会ホームページ＞

＜受付開始＞

７月29日火
正午～

＜問い合わせ用電話＞（平日・10：00～17：00）

お伊勢さんマラソンエントリーセンター大会情報について
詳しくは

申 し 込 み
※定員になり次第、
締め切ります。

http://www.city.ise.mie.jp/marathon/ ☎０４８－７７８－５８８０

伊勢志摩物産展
　県営総合競技場周辺
で、伊勢志摩の豊かな食
が楽しめる物産展を開催
します。

と　き　12月６日㈯、午後６時～７時30分
ところ　二見プラザ（二見町江580）
定　員　100人（先着順）
参加費　2,000円

ウエルカムパーティ

種　　目 コ　　　ー　　　ス 定員
（先着順） 参加費 対象

ラ
ン
ニ
ン
グ

ハーフマラソン
9：00 スタート

県営陸上競技場～浦田橋～内宮おはらい町～宇治橋前～
国道23号～宮川大橋手前（折り返し）～中村町北交差点
～県営陸上競技場

2,800人 4,000円

18歳以上の健
康な人（高校
生を除く）

10kmラン
9：35 スタート

県営陸上競技場～浦田橋～内宮おはらい町～宇治橋前～
国道23号～倉田山入口交差点（折り返し）～中村町北交
差点～県営陸上競技場

2,500人
3,000円

５kmラン
10：40スタート

県営陸上競技場～浦田橋～内宮おはらい町～宇治橋前～
国道23号～中村町北交差点～県営陸上競技場 2,200人

ウ
ォ
ー
ク

ロングコース
（約11km）
9：45スタート

県営陸上競技場～宇治館町～新橋～内宮おはらい町～宇
治橋前～宇治浦田町交差点～御幸道路～神宮徴古館内～
錦水橋～外宮前（折り返し）～御木本道路～猿田彦神社前
～浦田橋～神宮工作所～五十鈴公園～県営陸上競技場 2,500人 1,500円

健康な人（小
学生以下は保
護者同伴）ショートコース

（約５km）
10：00スタート

県営陸上競技場～グリーントピア～宇治館町～新橋～内
宮おはらい町～宇治橋前～神宮会館前～神宮工作所～五
十鈴公園～県営陸上競技場

※車いすでの参加はできません。

※円滑な交通と安全確保のため、ランニングの部は一定時間

で関門を閉鎖します。

※参加費には、参加賞・傷害保険料などを含みます。

＜参加賞＞
オリジナルタオル、お伊勢さんチケット（物産展や指定店舗で使

用できる500円分の金券〔両日に限り有効〕）、飲み物など

伊勢マラソン 検索

申し込み方法 期限
◇インターネット ９月２日㈫

◇Fami ポート（ファミリーマート内の情報端末） ９月２日㈫
◇申し込み専用電話 ９月２日㈫・17：30
　　☎0570-550-846（平日・10：00～17：30）
◇スポーツ課（小俣総合支所内）窓口 ８月26日㈫・17：15
◇郵便振替〔ウォークのみ〕 ８月26日㈫（当日消印有効）
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市
で
は
、
生
ご
み
の
自
家
処

理
を
促
進
し
、
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
、
生
ご
み
を
減
量

化
・
堆
肥
化
す
る
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
人
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
、

密
閉
式
容
器
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機（
微
生
物
分
解
方
式
・

乾
燥
方
式
な
ど
）な
ど

補
助
金
額　

生
ご
み
処
理
機
本

体
の
購
入
価
格（
税
込
み
）の
２

分
の
１（
上
限
額
３
万
円
、
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

申
し
込
み　

申
請
書
と
領
収
書

を
、
清
掃
課
・
環
境
課
・
各
総

合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各
支
所

へ

　

夏
に
な
る
と
、
生
ご
み
が
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

水
分
を
多
く
含
む
生
ご
み
は

傷
み
や
す
い
た
め
、
ご
み
集
積

所
で
の
臭
い
の
も
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
清
掃
工
場
で
焼
却

処
理
の
際
、
水
分
が
多
い
と
燃

焼
効
率
が
悪
く
な
り
、
ご
み
の

処
理
経
費
が
高
く
な
る
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

生
ご
み
を
出
す
時
は
し
っ
か

り
水
を
切
り
、
さ
ら
に
も
う
ひ

と
絞
り
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み

袋
に
は
水
分
が
た
ま
ら
な
い
よ

う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　環境配慮のため、なるべく自動車での来場

はご遠慮ください。また、来場時には、自宅

の消灯などのご配慮をお願いします。

★沿岸に、約10,000個のキャンドルを並べて点灯します。
★伊勢河崎商人館駐車場、河崎「川の駅」、二軒茶屋「川の駅」、

一色公園では、生演奏ライブなどのイベントを開催します。 
★一部では、LEDキャンドルを点灯予定です。

お願い

イベント内容

集合時間
　★設置・点灯…８月２日㈯・午後５時

　★片付け………８月３日㈰・午前７時

集合場所　岡本公園、伊勢河崎商人館、Ｊ
Ａ伊勢浜郷支店、新田排水機場（通町） 
※準備の際は、着火口の長いライターを持

参してください。（通常のライターやマ

ッチは不向きです）

※事前申し込みは不要です。

ボランティア募集

日頃と趣の違う勢田川をぜひご覧ください。

環境課内・100万人のキャンドルナイト伊勢
実行部隊事務局（☎�５５４０）

キャンドルナイト伊勢

とき ８月２日圡 点灯　午後５時30分頃～
※荒天の場合は中止（延期なし）となります。
※中止の際は、市のホームページおよびケーブルテレビ
文字放送でお知らせします。

勢田川（県伊勢庁舎～一色公園）
ところ

に

勢勢
田

川 をを
天
の 川

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

シ
リ
ー
ズ
資
源

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち生

ご
み
処
理
機
の

購
入
に
補
助

生
ご
み
の
水
切
り
に

ご
協
力
を
！

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

１
２
５
万
1
千
円

第12回
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市
で
は
、
暮
ら
し
の
中
で
生
じ
た
汚
水
か
ら
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、

快
適
で
安
全
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
11
年
度
か
ら
流
域
関
連
公

共
下
水
道
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
、

新
た
に
第
４
期
事
業
計
画
区
域
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
区
域
の
整
備
工
事
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
順
次
行
い
、
工
事
が
完

了
し
た
所
か
ら
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
開
始
前
に
は
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
整
備
区
域
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
費
用
対
効
果
や
人
口
の
動
き
な
ど

を
考
え
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
下
水
道
整
備
の
計
画
区
域
に
な
る
と
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
補
助
金
額

が
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
整
備
区
域
を
拡
大

下
水
道
建
設
課
（
☎
42
１
５
３
０
）

中島２丁目、辻久留１・２丁目、

二俣２～４丁目、浦口３・４丁目、

浦口町、常磐町、藤里町、勢田町、

古市町、中之町、桜木町、竹ヶ鼻

町、田尻町、通町、黒瀬町、小木

町、船江２丁目、神田久志本町、

小俣町新村、小俣町明野、小俣町

湯田、小俣町相合、小俣町元町、

小俣町宮前、御薗町高向、御薗町

長屋、御薗町王中島、御薗町新開、

御薗町上條の一部区域

第４期事業計画区域

問い合わせ先
工事・計画について………下水道建設課（☎�１５３０）
排水設備工事について……下水道施設管理課（☎�１５３８）
受益者負担金について……料金課下水道負担金係（☎�１５０３）
下水道使用料について……料金課上下水道料金係（☎�１５０１）
浄化槽補助金について……環境課（☎�５５４１）

二見総合支所
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第 4 期事業計画区域

既に事業を始めている区域

下水道事業全体計画区域

工事の際は、交通規制などへのご協力をお願いします。

御薗総合支所

小俣総合支所

伊勢市役所
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の
安
全
・
安
心
を
担
っ
て
い
る

誇
り
」
を
胸
に
、
年
間
を
通
し

て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
啓

発
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

◆
隊
長
の
思
い

　

隊
員
は
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
現
在
７
人
の
隊
員
の
う
ち

60
代
が
１
人
、
70
代
が
６
人
と

高
齢
化
し
て
い
る
現
状
を
懸
念

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
人
た
ち
に
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
大
人
も
子
ど
も

も
地
域
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
地
域

の
活
動
や
行
事
な
ど
に
参
加

し
、
日
頃
か
ら
地
域
防
犯
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
将
来
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

◆
結
成
経
緯

　

平
成
18
年
6
月
、
御
薗
町
新

開
地
区
で
連
続
し
て
３
回
の
不

審
火
が
あ
り
、
中
で
も
３
回
目

の
不
審
火
は
、
新
開
児
童
公
園

に
設
置
さ
れ
て
い
る
資
源
ご
み

置
き
場
か
ら
の
出
火
で
、
消
防

車
が
出
動
す
る
事
態
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
不
審
火
を
機
に
、

地
区
住
民
に
よ
る
夜
間
中
心
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
18
年
８
月
31
日

に
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

目
的
と
し
て
「
新
開
地
区
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
結
成
し
、

そ
の
後
、
青
色
回
転
灯
を
装
着

し
た
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の

認
可
を
受
け
て
、
新
開
地
区
を

主
に
し
た
夜
間
の
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
結
成
当
初

は
18
人
い
た
隊
員
も
、
現
在
で

は
７
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
は
「
当
時
と
変

わ
ら
な
い
使
命
感
」
と
「
郷
土

　

周
囲
へ
の
注
意
が
散
漫
に
な

り
、
不
審
者
に
気
付
く
の
が
遅

く
な
り
ま
す
。

・
車
に
乗
っ
て
い
て
も
ド
ア
の

鍵
を
し
ま
し
ょ
う

　

不
意
に
乗
り
込
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
む

と
き
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

知
ら
な
い
男
性
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
同
乗
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
自
宅
に
入
る
前
も
注
意
し
ま

し
ょ
う

　

周
囲
の
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、

自
宅
の
窓
や
玄
関
の
鍵
掛
け
も

確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
犯
罪
に
遭

わ
な
い
た
め
の
約
束
事
と
し

て
、「
い
か
の
お
す
し
」
と
覚

え
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
明
暗
を
分
け
る
の
は

「
大
声
を
出
す
こ
と
」
と
「
逃

げ
る
こ
と
」
で
す
。
本
当
に
怖

い
目
に
遭
っ
た
と
き
は
、
足
が

す
く
ん
で
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
声
も
震
え
て
出
せ
な
い
も

の
で
す
。
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ

ッ
ス
ル
も
活
用
し
、
普
段
か
ら

練
習
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
女
性
の
対
策

・
夜
道
の
一
人
歩
き
は
や
め
ま

し
ょ
う

　

家
族
や
知
人
に
迎
え
に
来
て

も
ら
う
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
な
ど
を
操
作
し
な

が
ら
歩
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
や
女
性
を
狙
っ
た
公

然
わ
い
せ
つ
や
、
痴
漢
行
為
な

ど
の
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
強
制

わ
い
せ
つ
や
凶
悪
な
事
件
に
発

展
す
る
可
能
性
が
十
分
に
考
え

ら
れ
る
の
で
、
気
を
付
け
て
も

ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

■
子
ど
も
の
対
策（
い
か
の
お

す
し
）

い
か

知
ら
な
い
人
に
付
い
て

い
か
な
い
。

の

他
人
の
車
に
の
ら
な
い
。

お

お
お
ご
え
を
出
す
。

す

す
ぐ
逃
げ
る
。

し

何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
し
ら

せ
る
。

子
ど
も
や
女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

シ
リ
ー
ズ
防
犯

安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
め
ざ
し
て

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
４
）

市内の主な窃盗犯の件数（平成26年１～５月暫定値）
区　　　分 件数（対前年比）

侵入盗犯
空き巣狙い 22件（＋７件）
忍び込み ０件（－４件）

非侵入
盗犯

自動車盗 ５件（±０件）

オートバイ盗 16件（±０件）
自転車盗 76件（－13件）
ひったくり ０件（±０件）

車上狙い 33件（＋４件）
部品狙い 18件（－９件）

新
開
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

伊
勢
市
自
主
防
犯
団
体
連
絡
会
会
員
紹
介



Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

た
だ
い
ま
活
躍
中
！
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介
護
」「
食
の
安
全
」「
平
和
」「
働

く
問
題
」
な
ど
を
話
し
合
っ
て

学
び
合
い
ま
し
た
。
午
後
は
記

念
講
演
を
行
い
、「
景
気
の
話
、

消
費
税
の
話
〜
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
に
目
を
向
け
て
〜
」
と

い
う
演
題
で
、
弁
護
士
の
川
口

創
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

南
勢
地
区
母
親
大
会
実
行
委

員
会
は
、「
命
を
生
み
だ
す
母

親
は
、
命
を
育
て
守
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
伊
勢
・
南
勢
地
区
に
住

ん
で
い
る
み
ん
な
が
平
和
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
や
、
子

ど
も
や
老
人
が
安
心
し
て
生
き

ら
れ
る
社
会
を
願
っ
て
、
毎
年

一
回
、
こ
の
大
会
に
集
ま
り
、

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

参
加
者
は
１
３
０
余
人
で
し
た
。

　

１
９
５
４
年
、
ア
メ
リ
カ
が

ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
を
し

ま
し
た
。
こ
の
水
爆
実
験
で
、

近
く
で
マ
グ
ロ
漁
船
に
乗
っ
て

い
た
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
の
母
親
た
ち
は
、
自

分
の
夫
や
子
ど
も
た
ち
が
再
び

核
兵
器
で
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
、
世
界
に
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

１
９
５
５
年
、
そ
の
訴
え
が

届
き
、
ス
イ
ス
で
第
１
回
世
界

母
親
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
母
親
大
会

が
開
か
れ
、今
で
は
各
地
域（
三

重
県
で
は
６
地
域
）
で
、
毎
年

母
親
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
南
勢
地
区
で
は
５

月
25
日
に
、
観
光
文
化
会
館
で

53
回
目
の
母
親
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
午
前
は
５
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て「
保
育
」「
福
祉
・

　

企
業
か
ら
「
社
会
貢
献
の
お

手
伝
い
を
」
と
い
う
提
案
が
あ

っ
た
際
に
は
、
自
分
の
団
体
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か
ど
う

か
、
何
か
問
題
は
な
い
か
な
ど

慎
重
に
検
討
し
な
い
と
い
け
な

い
で
し
ょ
う
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
活
動
団
体
が
企
業
と
し
っ
か

り
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

活
動
を
発
展
さ
せ
る
一
つ
の
方

法
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昔
か
ら
近

江
商
人
の
言
葉
に「
三
方
良
し
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
売

り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世

間
よ
し
」
と
言
っ
て
、
昔
か
ら

企
業
は
「
社
会
の
役
に
立
つ
こ

と
」
を
す
る
対
価
と
し
て
お
金

を
得
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
社
会
貢
献

と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
企
業

が
本
質
的
に
持
っ
て
い
る
も
の

な
の
で
す
。

　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
が
、
最
近
、
企
業
か
ら

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
企

業
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団

体
を
、
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
求
め
始
め
た
よ
う
な
の
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
聞
く
と
、
何
や

ら
、
お
金
も
う
け
の
た
め
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
が
活
用

代
表　

池
山（
☎
39
１
４
６
３
）

南
勢
地
区
母
親
大
会
実
行
委
員
会

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.52

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
４
３
８
５
）

パルティ４コマ劇場

パ
ル
テ
ィ

な
に
悩
ん
で
い
る
の
？

た
こ
焼
き
食
べ
な
い
の
？

仲
間
た
ち
と
重
な
っ
て

し
ま
う
…

あ
〜
…
我
慢
の
限
界
!!

こ
れ
は
た
こ
焼
き
な
ん
だ

企
業
と
市
民
活
動
の
連
携

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料〔
平
成
26
年
度
〕

約
１
１
９
２
万
４
千
円

利
用
人
数〔
平
成
25
年
度
〕

６
万
２
４
６
７
人
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が
、
今
度
は
自
分
の
子
ど
も
を

連
れ
て
、
親
子
で
イ
ル
カ
と
泳

ぐ
と
い
っ
た
光
景
も
見
ら
れ
ま

す
。

　

主
な
内
容
は
、
①
レ
ク
チ
ャ

ー
、
②
イ
ル
カ
と
泳
ぐ
、
③
イ

ル
カ
の
水
中
観
察
の
３
つ
で
す
。

　

ま
ず
①
で
は
、
イ
ル
カ
と
泳

ぐ
時
に
気
を
付
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
を

受
け
ま
す
。

　

メ
ー
ン
の
②
で
は
、
ま
ず
イ

ル
カ
に
魚
を
あ
げ
て
、
イ
ル
カ

と
仲
良
く
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

イ
ル
カ
の
背
び
れ
に
つ
か
ま
っ

て
１
人
ず
つ
順
番
に
泳
ぎ
ま

す
。
イ
ル
カ
の
泳
ぐ
ス
ピ
ー
ド

は
と
て
も
速
く
、
ぐ
い
ぐ
い
力

強
く
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
す
。

背
び
れ
に
つ
か
ま
る
こ
と
が
難

し
い
小
さ
な
お
子
さ
ま
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
抱
っ
こ
し
て
一
緒
に

泳
ぎ
ま
す
の
で
大
丈
夫
で
す
。

　

そ
し
て
、
３
つ
目
の
お
楽
し

み
と
な
る
③
で
は
、
水
の
中
か

ら
イ
ル
カ
が
ど
ん
な
様
子
で
い

る
か
を
自
由
に
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
イ
ル
カ
を
間
近

に
、
し
か
も
水
中
で
見
る
こ
と

は
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
じ
っ
く
り
観
察
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

泳
ぐ
時
の
格
好
は
、
水
着
に

水
泳
ゴ
ー
グ
ル
の
ほ
か
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
も
着
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
体
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

で
浮
き
ま
す
の
で
、
泳
ぎ
が
得

意
で
は
な
い
人
も
大
丈
夫
で

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。イ

ル
カ
と
泳
ご
う

と
き　

８
月
17
日
㈰
〜
31
日
㈰

料
金　

２
０
０
０
円（
別
途
入

館
料
が
必
要
）

申
し
込
み　

７
月
25
日
㈮
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
で
二
見
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
へ

※
往
復
は
が
き
の
書
き
方
な
ど

詳
し
く
は
、
二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ

イ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.futam

i-seaparadise.

com
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

　

二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
夏

休
み
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
イ
ル
カ

と
泳
ご
う
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

イ
ル
カ
の
背
び
れ
に
つ
か
ま

っ
て
一
緒
に
泳
げ
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
今
年
で
開
始
20
年
以

上
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
、
遠

方
の
お
客
さ
ま
に
も
お
越
し
い

た
だ
く
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
に
参
加
し
た
人

　

皆
さ
ん
は
、「
Ｉ
Ｍ（
イ
ン
ス

タ
ン
ト
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｉ
Ｍ
と
は
、
ラ
イ
ン
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
で
す
。

　

特
に
ラ
イ
ン
は
、
基
本
的
に

無
料
で
、
グ
ル
ー
プ
設
定
を
し

た
複
数
の
相
手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
一
斉
送
信
で
き
る
な
ど
、
非

常
に
便
利
な
こ
と
か
ら
、10
代
・

一人ひとりが
　　輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎�５５４６）

「
Ｉ
Ｍ
」
を
利
用
し
て

い
ま
す
か
？

　

今
回
は
、「
二
見
シ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
」
の
金
澤
沙
織
さ
ん
か

ら
の
情
報
で
す
。

イ
ル
カ
と
泳
ご
う

所 在 地　二見町江580
電話番号　42１７６０
開館時間　９：00～17：00（時期により変更あり）
休 館 日　12月に２日間あり
入 館 料　大人 1,400円
　　　　　小・中学生 600円
　　　　　幼児（３歳以上） 300円

二見シーパラダイス

伊勢まるごと

博物館

文化振興課内・伊勢まるごと博物館
ネットワーク会議事務局（☎�７８８５）

だより25
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豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
御お

頭か
し
ら
じ
ん
じ

神
事
や
か
ん
こ
踊
り
な
ど
の

伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ
、ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
福
祉
な
ど

の
地
域
活
動
が
活
発
な
地
域
で

す
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
地
域
の

課
題
を
克
服
し
、
生
き
生
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い

　

市
で
は
、
小
学
校
区
を
基
本

単
位
に
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
新
し
い
自
治
の
仕
組

み
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ

く
り
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
５
月
に
設
立
さ
れ

た「
御
薗
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
「
東
大
淀
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
御
薗
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
22
年
7
月
に
、
旧
御
薗

村
の
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
て
設
立
準
備
会
を
立
ち
上

げ
、７
回
に
及
ぶ
会
議
を
重
ね
、

5
月
12
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

御
薗
地
区
は
、
宮
川
河
口
の

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

新
た
に
２
つ
の
小
学
校
区
に

地
区
み
ら
い
会
議
が
で
き
ま
し
た

平成26年５月12日　設立総会

た
。

　

東
大
淀
地
区
は
、
伊
勢
市
の

北
西
部
に
位
置
し
、
広
大
な
農

地
と
遠
浅
の
海
岸
線
が
広
が

り
、
農
業
や
漁
業
が
盛
ん
で
、

地
域
資
源
も
豊
富
な
地
域
で

す
。
地
区
に
は
、
特
色
と
歴
史

が
あ
る
５
つ
の
自
治
会
が
あ

り
、
そ
の
強
み
を
生
か
し
、「
オ

ー
ル
東
大
淀
」
で
時
代
の
先
を

見
越
し
た
地
域
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

住
民
が
「
自
分
た
ち
が
暮
ら

し
て
い
る
ま
ち
」
を
誇
り
に
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
当

た
っ
て
、「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
策
定
し
、
目
指
す
ま
ち
の
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

現
在
、
市
内
で
は
、
24
小
学

校
区
中
22
小
学
校
区（
21
地
区
）

で
「
地
区
み
ら
い
会
議
」
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

に
全
地
区
そ
ろ
っ
て
の
取
り
組

み
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民

が
主
役
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
創
造
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
商
工
会
、

体
育
文
化
芸
術
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
代
表
が
代

議
員
と
な
り
、
地
域
の
意
見
や

課
題
を
広
く
収
集
し
、
将
来
像

を
考
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
て
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

◆
東
大
淀
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

協
議
会

　

平
成
25
年
12
月
に
準
備
会
を

立
ち
上
げ
、
設
立
ま
で
に
12
回

の
会
議
と
意
見
交
換
会
を
重

ね
、
５
月
29
日
に
設
立
し
ま
し平成26年５月29日　設立総会

20
代
の
多
く
の
若
者
の
間
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
お
互
い
の
顔
を
見

る
こ
と
が
な
い
文
字
中
心
の
や

り
取
り
の
中
で
は
、
誤
解
が
生

じ
、
人
間
関
係
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
設
定
が
で
き
る

た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
無

視
や
誹
謗
・
中
傷
、
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
排
除
な
ど
、
人
権
問
題

に
発
展
す
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
グ
ル
ー

プ
外
か
ら
は
や
り
取
り
の
様
子

が
見
え
な
い
た
め
、
明
る
み
に

出
な
い
ま
ま
、
深
刻
な
事
態
に

陥
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
利

用
し
た
ツ
ー
ル
は
非
常
に
便
利

な
反
面
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
態
を
招
く
危
険
性
を
併
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
認

識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

せ
っ
か
く
の
便
利
な
ツ
ー
ル

が
、
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

は
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
、

ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
た
利
用
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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家庭で実践！肥満予防のおすすめレシピ
①すいかレモンジュース 材料（２人分）

②プルーンティー 材料（２人分）

作り方

作り方

１人分の栄養価

１人分の栄養価

１　すいかは皮と種を取り、ざく切りにする。
２　レモンは半分に切り、絞る。
３　１、２とはちみつをミキサーにかけ、氷を浮かす。

１　紅茶、プルーンをミキサーにかける。（プルーンは
種なしソフトタイプが手に入らないときは、紅茶で
軟らかく煮て、種を取って使いましょう）

◇水分補給の基本は、お茶と水です。たくさん汗をかい
たときはスポーツ飲料を利用しても良いでしょう。

◇１日に1,000～1,500ml を目安に飲みましょう。（た
くさん汗をかいたときは増やしましょう）

◇飲み物のカロリーに気を付けましょう。

　「カロリー０
ゼロ

」表示の飲み物でも、少量のカロリーや
糖質は含まれています。成分表示で、カロリーや甘味料
の有無を確認しましょう。

※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

スポーツ飲料
（350ml）81kcal

炭酸飲料水
（350ml）161kcal

一口メモ 今回のテーマは「夏の水分補給」です。

90kcal／たんぱく質1.0g／脂質0.2g／ビタミンC23mg

73kcal／たんぱく質1.0g／鉄分0.3mg／食物繊維2.2g

他にもたくさんの「低カロリー・バランス食レシピ」
を掲載しています。市のホームページ「くらしのガイ
ド」－「健康」－「低カロリー・バランス食レシピ」

低カロリー・バランス食 健康課（☎�２４３５）

すいか･･･････ 正味300g
はちみつ･･････大さじ１

レモン････････････１個

干しプルーン（種なしソフトタイプ）･･････････６個
紅茶（冷やしたもの）･･････････････････････ 300cc

すいかレモンジュース1

プルーンティー2

に
つ
な
が
り
ま
す
。
電
話
を
す

る
こ
と
で
、
電
話
番
号
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
住
所
・
氏
名
を

求
め
ら
れ
た
上
で
、
高
額
の
請

求
を
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
相
手

に
、
大
切
な
個
人
情
報
を
知
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
大
変
危

険
な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
請
求
さ
れ
る
ま
ま
に

お
金
を
支
払
う
と
、
繰
り
返
し

請
求
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

他
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
請
求
が

来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
メ
ー

ル
が
届
い
た
場
合
に
は
、
連
絡

を
せ
ず
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン

に
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
メ

ー
ル
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

メ
ー
ル
に
は
「
無
料
期
間
中

に
登
録
し
た
サ
イ
ト
の
退
会
処

理
が
さ
れ
て
お
ら
ず
延
滞
金
が

発
生
し
て
い
る
」「
総
合
情
報
サ

イ
ト
の
使
用
料
金
が
未
納
と
な

っ
て
い
る
」
な
ど
と
書
か
れ
て

お
り
、
連
絡
す
る
こ
と
を
催
促

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、「
連
絡
し
な
け
れ
ば

法
的
な
手
続
き
を
す
る
」「
身
辺

調
査
を
す
る
」「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
載
せ
る
」
な
ど
と
書
か
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、連
絡
す
る
こ
と
は
、

相
手
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
以
外

の
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と

伊勢市消費生活センター
予算額〔平成26年度〕
983万円（うち県補助金
572万９千円）

教
え
て

相
談
員
さ
ん
‼

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉑
５
７
１
７
）

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

身
に
覚
え
の
な
い

請
求
メ
ー
ル

○○○を支払って

ください
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た
だ
く
た
め
、
リ
ウ
マ
チ
専
門

医
や
リ
ウ
マ
チ
ケ
ア
看
護
師
だ

け
で
な
く
薬
剤
師
・
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
と
も
連
携
し

て
リ
ウ
マ
チ
教
室
を
開
催
し
、

最
近
の
治
療
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
や
リ
ウ
マ
チ
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

個
別
に
リ
ウ
マ
チ
看
護
相
談
を

毎
週
木
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
や
リ
ウ
マ
チ
は
治
る
病
気

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
題
で
す
。
ま
た
、
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
患
者
は
、
他
の
自
己
免

疫
疾
患
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
合

併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
痛
み

な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
る
だ
け

で
な
く
、
関
節
の
破
壊
を
食
い

止
め
、
ま
た
他
の
合
併
症
が
あ

れ
ば
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
し
、
周
囲

の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

　

当
院
で
は
、
何
十
年
も
前
か

ら
リ
ウ
マ
チ
外
来
を
開
設
し
、

リ
ウ
マ
チ
専
門
医
と
リ
ウ
マ
チ

ケ
ア
看
護
師
が
診
療
に
当
た

り
、
寛
解（
症
状
が
一
時
的
に

回
復
し
た
状
態
）
を
目
指
し
て

治
療
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
に
関
し
て

多
く
の
人
に
理
解
を
深
め
て
い

の
指
や
足
の
指
の
関
節
に
関
節

リ
ウ
マ
チ
特
有
の
変
形
が
起
こ

り
、
次
第
に
関
節
を
動
か
し
に

く
く
な
り
、
日
常
生
活
に
も
支

障
を
来
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
関

節
の
痛
み
は
「
命
に
関
わ
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
、
周
囲
の
理

解
が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
激
し
い
痛

み
や
こ
わ
ば
り
は
、
本
人
に
と

っ
て
は
非
常
に
つ
ら
く
深
刻
な

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
多
く
の

関
節
に
炎
症
が
起
こ
り
、
腫
れ

て
痛
む
病
気
で
す
。
30
歳
以
上

の
人
の
約
１
％
が
こ
の
病
気
に

か
か
っ
て
お
り
、
男
性
よ
り
女

性
に
約
３
倍
多
く
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
症
状
が
進
む
と
、
手

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
㉑

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院（
☎
㉓
５
１
１
１
）

リ
ウ
マ
チ
ケ
ア
チ
ー
ム

専
門
チ
ー
ム

紹
介
！
　
　

　休診となっていた耳鼻い

んこう科外来を、６月30日
㈪から再開しました。

診察日　毎週月曜日
受付時間　午前８時30分～
11時30分

耳鼻いんこう科外来を
再開しました

広
告
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時７月26日㈯、17：00～　所しんみち商店街周辺、
一之木中央公園　内しんみち縁日（かき氷・金魚す
くい・ヨーヨー釣りなど）、厚生地区まちづくりの会・

大世古町によるイベントコーナー、太鼓披露、子ど

も木遣り披露、伊勢恋ソーラン、屋台村、物産展、

大ビンゴ大会、園児のダンスなど（変更する場合あ

り）

時８月１日㈮　所伊勢神宮外宮およびその周辺
内外宮さん ちびっこ博士グランプリ（9：00～）、八

はっ

朔
さく

俳句会（9：30～）、神話紙芝居・餅つきと振る舞
い（17：00～）、ソプラノ歌手のステージ（17：20～）、
外宮へのお参り（18：30～）、踊り（19：15～）、神路通・
外宮参道への紙灯籠・ちょうちん・ろうそくの点灯

（19：00～）

時８月２日㈯、18：00～20：30　所伊勢神宮外宮・
せんぐう館奉納舞台（雨天の場合は厚生小学校体育

館）　内狂言「口
く ち ま ね

真似」、舞囃子「鱗
うろこがた

形」、能「経
つねまさ

政」、

仕舞「自
じ ね ん こ じ

然居士」などの奉納

時８月６日㈬、13：30～16：00　所伊勢総合病院・
２階会議室　対潜在看護師・准看護師　内採血・注
射・点滴などの実習（講師：伊勢総合病院看護師）

申電話で同校へ

所伊勢まなび高等学校　申７月16日㈬（当日消印有
効）までに、希望講座名・住所・氏名・ふりがな・

年齢または学年・電話番号を、はがきで同校夏季公

開講座係（〒516-0016神田久志本町1560）へ
※いずれの講座も、申し込み多数の場合は抽選し、

受講可否は７月18日㈮に電話で連絡します。

講座１ まなびものづくり体験教室

時７月22日㈫・23日㈬、18：00～20：00　内サンド
ブラストによるグラスアート（ガラスコップに絵や

文字を写して曇りガラス状に絵付け）　定15人
料500円程度（材料費）
※小学生以下は保護者同伴で参加。

講座２ まなびパソコン教室

時７月22日㈫～24日㈭、13：30～15：30　対伊勢市
近辺に在住の人および同校PTA会員　内ワードの基
礎　定15人

講座３ まなび図書館開放講座

時７月25日㈮、13：00～16：00　対小・中学生（親子
での参加も可）　内仕掛け絵本作り　定15人

伊勢の夜祭

外宮さんゆかたで千人お参り

神宮奉納 伊勢薪
たきぎのう

能

潜在看護師・准看護師研修会

伊勢まなび高等学校 夏季公開講座

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

伊勢銀座新道商店街振興組合（☎28-5668）

外宮にぎわい会議・坂田さん（☎090-3257-7674）

伊勢薪能実行委員会事務局（☎24-5575）

伊勢地区医師会准看護学校（☎24-8228）

伊勢まなび高等学校（☎25-3710）

９月15日号＝７月31日㈭
10月１日号＝８月15日㈮

掲載申し込み
締め切り

時とき  所ところ　対対象 　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

イベント掲示板
&みんなの広場

広
告
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時７月20日㈰、13：00～15：00　所村井楽器伊勢店・
２階ホール（御薗町長屋2175）　内懐かしい歌を歌
う活動、楽器の音色を味わう活動など、高齢者施設

やグループですぐに楽しめる音楽活動を紹介します。

料1,000円（同協会会員は500円）　申７月19日㈯まで
に同協会へ

時７月25日㈮～28日㈪、9：00～19：00（最終日は
15：00まで）　所伊勢図書館・２階展示ホール
内～核兵器のない平和な世界を～　原子爆弾による
被爆の惨状を知り、未来に伝えていくための写真展

時８月３日㈰、14：00～　所いせ市民活動センター
北館（いせシティプラザ）・２階多目的ホール　内日
本語の美しさ、楽しさ、ソコから生まれる独特の世

界を伝える邦人作品の「夕鶴」「ゆうれい屋敷」「あん

こまパン」など　定200人　料大人…前売り1,500
円・当日1,800円、高校生以下500円

時９月13日㈯・13：30～15：30、９月18日㈭・10：00
～12：00（２日間）　所福祉健康センター　内音訳の
基礎を学ぶ講座、実技（声出し、雑誌・広報いせな

どの音声化、ＣＤ製作）　定10人（先着順）　申９月
６日㈯までに同会へ

時７月30日㈬、13：00～・15：00～（２回）　所サン
ライフ伊勢・２階研修室　対市内または近隣市町に
在住している人　内藍のフレッシュ染め（シルクス
カーフ染め）の参加者を募集します。季節限定企画。

あなただけの一枚を染めましょう。　定各20人（申
し込み多数の場合は抽選）　料2,500円（材料費を含
む）　申７月20日㈰までに西村さんへ

時８月７日㈭、13：30～16：00　所市役所本館・２
階２－１会議室　内相続手続き・遺言書、許認可申
請、法人設立、権利義務、契約書作成などの相談

定10人（事前予約５人・当日受け付け５人〔いずれも
先着順〕）　申事前に同会へ

時①８月27日㈬・②９月10日㈬・③９月24日㈬・
④10月８日㈬・⑤10月22日㈬・⑥11月５日㈬・⑦
11月19日㈬、10：00～11：30　所虹の苑・家族介護
教室（御薗町高向775-1）　内①食事のポイント②安
全な食事介助③杖や歩行器の使い方④手当てとＡＥ

Ｄ⑤オムツの当て方⑥認知症予防脳にいいこと⑦医

療の制度　定各20人（先着順）　料各200円（資料代）
申事前に虹の苑へ

講座：高齢者のための音楽活動

広島・長崎原爆写真展

小川智津留ソプラノリサイタル

ひばりの音訳体験講座

藍のフレッシュ葉染め体験教室

行政書士による無料相談会

楽しく学ぼう 高齢者介護講座

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用
できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

NPO法人三重音楽療法地域推進協会（☎23-1125）

新日本婦人の会伊勢支部（☎24-6913）

小川さん（☎23-2662）

伊勢市ひばり朗読奉仕会（☎27-2425）

PT藍プロジェクト・西村さん（☎090-5856-9591）

三重県行政書士会伊勢支部（☎050-3738-6212）

伊勢赤十字老人保健施設 虹の苑（☎27-5015）

広
告
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で
に
、
作
品
裏
面
に
応
募
用
紙

（
各
学
校
に
あ
り
ま
す
）
を
貼

り
、
各
学
校
へ

・
市
外
の
小
・
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
人
…
９
月
８
日
㈪
ま

で
に
、
作
品
裏
面
に
応
募
用
紙

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）
を
貼
り
、
同
課

へ※
応
募
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

標
語

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人（
中
学
生
を
除
く
）

規
格　

自
作
・
未
発
表
の
も
の

申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連

絡
先
・
作
品
を
記
入
し
、
は
が

き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目

７

－

29
、
FAX
�
５
６
４
２
、
ア

ド
レ
スjinken@

city.ise.m
ie.

jp

）へ

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
応
募
用
紙
も
利
用
で

き
ま
す
。

※
応
募
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

申
し
込
み　

７
月
25
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
、入
会
申
込
書
を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁

目
７

－

29
、
ア
ド
レ
スkankyo

@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
入
会
申
込
書
は
同
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
入
会
の
可
否
は
、
８
月
上
旬

に
通
知
し
ま
す
。

　

人
権
尊
重
の
重
要
性
や
、
命

の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
る
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
小
・
中
学
生

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙（
38

㎝
×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）
で
自

作
・
未
発
表
の
も
の

申
し
込
み

・
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
人
…
９
月
８
日
㈪
ま

館
、
小
俣
図
書
館
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
二
見

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

伊
勢
市
環
境
会
議
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
が
、
自
然
環
境
や

生
活
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
知

恵
を
出
し
合
い
、
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
主
体
の
活
動
の
活
性

化
や
人
材
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
、
市
の
環
境
保
全
・

向
上
を
目
指
す
組
織
で
す
。

　

次
の
と
お
り
、
同
会
議
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

活
動
内
容　

月
１
回
の
会
議
に

参
加
し
て
事
業
の
企
画
・
調
整

を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に
環

境
の
保
全
・
向
上
に
関
す
る
実

践
活
動
・
啓
発
活
動
・
調
査
・

研
究
活
動
な
ど
を
行
う

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
保
育
所
・
幼
稚

園
な
ど
の
施
設
や
小
規
模
保
育

事
業
な
ど
の
地
域
型
保
育
事
業

の
実
施
に
際
し
て
必
要
と
な
る

条
例
を
整
備
す
る
た
め
の
市
の

各
種
基
準（
案
）を
、
国
が
定
め

る
基
準
を
基
本
と
し
て
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

７
月
31
日
㈭（
必

着
）ま
で

提
出
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

提
出
方
法　

所
定
の
様
式（
任

意
で
も
可
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
意
見
な
ど
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
こ
ど
も
課

（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－
29
、
FAX
�
５
５
５
５
、
ア
ド
レ

スkodom
o@
city.ise.m

ie.jp

）

へ基
準（
案
）の
縦
覧

　

基
準（
案
）は
、
意
見
募
集
の

期
間
中
、
こ
ど
も
課
、
教
育
総

務
課（
小
俣
総
合
支
所
内
）、
総

務
課
、
市
役
所
本
館
・
１
階
市

民
ホ
ー
ル
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
各
支
所
、
伊
勢
図
書

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
制

定
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
３
法
」
に
基
づ
き
、
幼
児

期
の
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子

育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の

平
成
27
年
度
か
ら
の
実
施
に
向

募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

こ
ど
も
課（
☎
�
５
５
７
９
）

教
育
総
務
課（
☎
�
７
８
７
５
）

伊
勢
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
等
に

定
め
る
基
準（
案
）な
ど
へ

の
意
見
を
募
集

環
境
課（
☎
�
５
５
４
０
）

伊
勢
市
環
境
会
議

会
員
を
募
集

人
権
政
策
課
内
・
伊
勢
市
人
権
施

策
推
進
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
５
５
４
６
）

人
権
尊
重
啓
発

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
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と
き　

10
月
26
日
㈰
、
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

小
俣
総
合
体
育
館

内
容

・
演
技
発
表
…
10
人
以
上
の
チ

ー
ム
で
演
技
を
発
表（
発
表
時

間
は
原
則
５
分
以
内
と
し
、
種

目
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
踊
り
の
体
験
…
イ
ベ
ン
ト
の

最
初
と
最
後
に
み
ん
な
で
楽
し

く
踊
り
ま
す(

種
目
は
未
定
、

当
日
参
加
可
能)

参
加
費　

１
人
１
０
０
円(

保

険
代
を
含
む)

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

演
技
発
表
の
出
場
団
体
を
募
集

定
員　

20
団
体（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
25
日
㈪
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
を
伊
勢
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
平

沼
さ
ん（
☎
�
７
８
６
７
）へ

※
申
込
書
な
ど
詳
し
く
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

年
以
内
の
人
、
ま
た
は
平
成
27

年
３
月
末
日
ま
で
に
高
等
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
人

第
１
次
試
験
日　

９
月
14
日
㈰

申
込
期
間　

７
月
15
日
㈫
〜
24

日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
同
裁
判
所
へ
問

い
合
わ
せ
る
か
、
裁
判
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

co
u
rts.go

.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

と
き　

７
月
26
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
３
階
研
修
室

内
容　

旭き
ょ
く
ど
う
な
ん
り
ん

堂
南
鱗
さ
ん（
講
談

師
）
に
よ
る
講
演
「
人
と
人
を

つ
な
ぐ
言
葉
の
大
切
さ
」
と
講

談

と
き　

９
月
27
日
㈯
・
10
月
２

日
㈭
・
３
日
㈮
・
６
日
㈪
・
20

日
㈪（
計
５
日
）

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

南
伊
勢（
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

対
象　

55
歳
以
上
の
求
職
者

内
容　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
安

全
運
行
に
必
要
な
知
識
を
習
得

す
る
講
習

定
員　

20
人

申
込
期
間　

７
月
25
日
㈮
〜
８

月
26
日
㈫

受
験
資
格　

平
成
26
年
４
月
１

日
時
点
で
高
等
学
校
卒
業
後
２

み
を
し
て
い
る
人

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別

途
教
材
費
・
作
業
服
代
が
必
要

で
す
。

　

お
か
げ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
町
を

走
る
バ
ス
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
小
学
生

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙（
38

㎝
×
54
㎝
）で
色
彩
は
自
由

申
し
込
み　

９
月
８
日
㈪
ま
で

に
、
作
品
裏
面
に
応
募
票（
各

小
学
校
に
あ
り
ま
す
）を
貼
り
、

小
学
校
経
由
で
同
課
へ

　

離
職
者
が
早
期
に
再
就
職
で

き
る
よ
う
、
下
表
の
と
お
り
職

業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

南
伊
勢（
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

対
象　

再
就
職
を
希
望
し
、
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込

交
通
政
策
課（
☎
�
５
５
９
３
）

バ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕約
10
万
円

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構　

南
伊
勢
職

業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
１
２
１
）

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

公共職業訓練生を募集
訓練科 訓練期間 定員 申込期限 入所選考日

電気設備科
８月19日㈫～

２月12日㈭

15人
７月17日㈭ ７月25日㈮住宅リフォーム技

術科
15人

テクニカルオペレ
ーション科

９月４日㈭～
３月５日㈭

15人 ７月31日㈭ ８月８日㈮

溶接技術科
10月３日㈮～

３月27日㈮
15人 ９月４日㈭ ９月12日㈮

試
験
・
講
座

公
益
社
団
法
人
三
重
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
１
６
１
）

高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
の

た
め
の
技
能
講
習

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習

津
地
方
裁
判
所

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
８
７
６
）

裁
判
所
職
員
採
用

一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

催
し
物

福
祉
総
務
課
内
・
第
64
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
伊
勢
地
区
推
進

委
員
会（
☎
�
５
５
５
７
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
民
の
集
い

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

伊
勢
市
民
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

20
万
円
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に
、
申
込
書
を
同
課
へ

※
募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
同

課
・
各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

辻
田
岳
秀
さ
ん（
陶
芸
家
、

日
本
工
芸
会
正
会
員
）
の
指
導

の
も
と
、
陶
芸
作
品
制
作
を
通

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な

い
人
と
の
親
睦
を
深
め
ま
す
。

と
き　

８
月
８
日
㈮
、
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
集
会
室

定
員　

１
０
０
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

７
月
31
日
㈭
ま
で

に
同
課
へ

　

聴
覚
障
が
い
者
が
災
害
時
に

必
要
と
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
と
な

い
人
が
一
緒
に
学
習
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

９
月
５
日
㈮
・
午
後
１

時
〜
４
時
、
10
月
17
日
㈮
・
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の対
象　

聴
覚
障
が
い
者（
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
）
お
よ
び
聴
覚
障
が

い
者
の
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

で
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

内
容　

災
害
や
防
災
に
関
す
る

講
義
、
聴
覚
障
が
い
者
が
災
害

時
に
必
要
と
す
る
支
援
な
ど
に

関
す
る
講
義
、
聴
覚
障
が
い
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
に
関
す
る
実
技
、
模
擬
避
難

所
体
験

定
員　

50
人

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮
ま
で

　

３
つ
の
階
級
別（
80
㎏
未
満

級
、
80
㎏
以
上
１
０
０
㎏
未
満

級
、
１
０
０
㎏
以
上
級
）
に
、

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ

れ
た
高
校
生
に
よ
る
相
撲
大
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
レ
ベ
ル
の
迫
力
あ
る
取

組
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
９
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

神
宮
相
撲
場（
宇
治

中
之
切
町
１
５
２
）

※
午
後
１
時
か
ら
、
神
宮
奉
納

第
37
回
三
重
県
選
抜
小
学
生
相

撲
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

７
月
25
日
㈮
、
午
後
１

時
30
分
〜（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
ホ

ワ
イ
エ

出
演
者　

廣
め
ぐ
み
さ
ん（
市

内
在
住
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）、

中
瀬
あ
や
さ
ん（
市
内
在
住
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
）

入
場
料　

高
校
生
以
上
５
０
０

円（
当
日
徴
収
、
全
席
自
由
席
）

と
き　

８
月
７
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
ホ

ワ
イ
エ

出
演
者　

三
谷
結
子
さ
ん（
三

重
県
出
身
・
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）、
中
瀬
あ
や

さ
ん

入
場
料　

高
校
生
以
上
５
０
０

円（
当
日
徴
収
、
全
席
自
由
席
）

と
き　

７
月
30
日
㈬
、
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
20
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
出
会
い
の
人
生

か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
菊
地
幸
夫

さ
ん（
弁
護
士
）、
小
・
中
学
生

の
人
権
作
文
発
表

と
き　

７
月
17
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
今
日
か
ら
始
め

る
運
動
療
法
〜
長
続
き
す
る
運

動
の
コ
ツ
教
え
ま
す
〜
」
栗
原

大
知（
同
病
院
理
学
療
法
士
）

人
権
政
策
課（
☎
�
５
５
４
６
）

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

い
せ
ト
ピ
ア
ま
な
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト

ス
タ
ン
プ
対
象
事
業

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕約
53
万
円

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
課

（
☎
�
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

観
光
文
化
会
館（
☎
�
５
１
０
５
）

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

生
ピ
ア
ノ
で
楽
し
く
ラ
ジ
オ

体
操
＆
ド
レ
ミ
フ
ァ
ど
う
ぶ

つ
大
集
合
！
〜
動
物
が
出
て

く
る
名
曲
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜

音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
�
７
８
９
５
）

神
宮
奉
納
第
９
回

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別

相
撲
選
手
権
大
会

事
業
費　

１
４
０
万
円（
う
ち
市

負
担
金
50
万
円
）

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
�
５
５
５
８
、FAX
⑳
８
５
５
５
）

み
ん
な
で
考
え
よ
う
!!

「
聴
覚
障
が
い
・
災
害
」

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

約
19
万
３
千
円

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
�
５
５
７
５
、FAX
⑳
８
５
５
５
）

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕　

30
万
円

（
う
ち
国
・
県
補
助
金
22
万
５
千

円
）
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と
き　

①
７
月
23
日
㈬
〜
８
月

１
日
㈮
、
②
８
月
４
日
㈪
〜
12

日
㈫（
い
ず
れ
も
各
施
設
の
開

館
時
間
内
の
展
示
と
し
、
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

①
市
役
所
本
館
・
二

見
総
合
支
所
、
②
小
俣
・
御
薗

総
合
支
所

と
き　

７
月
26
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
３
時（
荒
天
時
は
翌

日
に
延
期
す
る
場
合
あ
り
）

と
こ
ろ　

増
養
殖
研
究
所
玉
城

庁
舎（
玉
城
町
昼
田
２
２
４

－

１
）

内
容　

同
研
究
所
の
研
究
の
分

か
り
や
す
い
紹
介
・
展
示
、
タ

ッ
チ
プ
ー
ル（
魚
と
触
れ
合
う

プ
ー
ル
）、
海
藻
の
し
お
り
作

り
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

と
き　

８
月
15
日
㈮
・
22
日
㈮
、

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
に（
保
健
師
の
お
話
、

沐
浴
実
習
、
妊
婦
模
擬
体
験
な

ど
）、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育

て
に
つ
い
て（
保
健
師
の
お
話
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度(

先
着
順)

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ
　

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
平
和
へ
の
意
識
を
高

め
る
た
め
、
原
爆
被
災
ポ
ス
タ

ー
展
を
行
い
ま
す
。

は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０

６
８
３
）へ

　

歯
の
健
康
を
保
ち
、
お
い
し

く
食
べ
る
た
め
に
、
歯
を
失
う

原
因
で
あ
る
歯
周
病
の
予
防
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

８
月
21
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
講
演

「
歯
周
病
予
防
に
つ
い
て
」（
講

師

：

中
川
直
人
さ
ん〔
伊
勢
地

区
歯
科
医
師
会
会
員
〕）、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
実
習
、
染
め
出

し
体
験
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
手
鏡

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）

へ

　

音
楽
は
記
憶
と
結
び
付
い
て

い
ま
す
。
な
じ
み
の
音
楽
を
聴

い
た
り
、
歌
っ
た
り
、
演
奏
す

る
活
動
を
通
し
て
、
楽
し
く
脳

を
使
い
、
認
知
症
予
防
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

と
き　

８
月
４
日
㈪
・
９
月
１

日
㈪
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
で
、
両
日
参
加
で
き
る
人

内
容　

認
知
症
予
防
に
つ
い
て

の
講
話
と
音
楽
療
法

講
師　

伊
沢
径
世
さ
ん
・
尾
崎

尚
美
さ
ん(

音
楽
療
法
士)

定
員　

50
人
程
度(

先
着
順)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
し
込
み　

７
月
15
日
㈫
・
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た

申
し
込
み　

７
月
15
日
㈫
か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
課（
FAX
�
０
６
８
３
）へ

　

運
動
は
、
肥
満
・
高
血
圧
・

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。
し
か
し
、「
暑
い
日
が
続

く
と
な
か
な
か
体
を
動
か
す
こ

と
が
難
し
い
…
」
と
い
う
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

８
月
の
健
康
の
日
は
、
暑
い

時
季
で
も
自
宅
で
取
り
組
め
る

運
動
に
つ
い
て
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

８
月
11
日
㈪
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

暑
い
時
季
で
も
取
り
組

め
る
運
動
や
、
活
動
量
を
上
げ

る
運
動
に
つ
い
て
の
お
話
と
実

技
指
導

講
師　

小
木
曽
一
之
さ
ん（
皇

學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）

定
員　

60
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
傷
害
保
険
料
20
円
程
度
、

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

自
宅
で
取
り
組
め
る

運
動
に
つ
い
て

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

音
楽
で
脳
を
活
性
化

脳
い
き
い
き
音
楽
講
座

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕

約
15
万
７
千
円（
８
回
分
）

人
権
政
策
課（
☎
�
５
５
４
６
）

原
爆
被
災
ポ
ス
タ
ー
展

独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所

（
☎
０
５
９
９
・
６
６
・
１
８
３
０
）

増
養
殖
研
究
所
を
一
般
公
開
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着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入（
左
図
参
照
）

し
、
同
協
議
会
へ

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
５
人
ま

で
、
ま
た
１
人
１
回
の
申
し
込

み
と
し
ま
す
。

※
入
場
の
可
否
は
、
８
月
15
日

㈮
ま
で
に
返
信
用
は
が
き
を
発

送
し
ま
す
。

映
画
紹
介

　

モ
ン
ス
タ
ー
青
年
マ
イ
ク

は
、
立
派
な〝
怖
が
ら
せ
屋
〞に

な
る
た
め
、
名
門
大
学
「
モ
ン

ス
タ
ー
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

に
入
学
。
そ
こ
で
見
た
目
も
性

格
も
違
う
サ
リ
ー
と
出
会
い
、

モ
ン
ス
タ
ー
界
最
大
の
事
件
に

立
ち
向
か
う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

と
き　

８
月
24
日
㈰
、
午
前
の

部
…
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０

時
25
分
・
午
後
の
部
…
午
後
２

時
〜
３
時
55
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

定
員　

各
３
０
０
人（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮（
必

と
き　

９
月
19
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

合
歓
の
郷（
志
摩
市

浜
島
町
迫
子
２
６
９
２

－

３
）

※
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
発
着

の
送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く

要
介
護
１
〜
５
と
認
定
さ
れ
た

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
で
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

内
容　

参
加
者
同
士
の
交
流

会
・
情
報
交
換
、
介
護
相
談
、

昼
食
、
入
浴

定
員　

45
人（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

７
月
16
日
㈬
〜
８

月
１
日
㈮
に
、
同
協
議
会
へ

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
⑳
８
６
１
０
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
⑳
８
６
１
０
）

家
族
介
護
者
交
流
事
業

福
祉
映
画
会

「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

介
護
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

共
同
募
金
配
分
金
事
業

予
算
額〔
平
成
26
年
度
〕27万

５
千
円

お
知
ら
せ

（往信用表） （返信用裏）

何も記入しないで

ください

（返信用表） （往信用裏）

伊勢市御薗町長屋
2767

伊勢市社会福祉
協議会 宛

52
日本郵便

往 信

郵便往復はがき

5 1 6 0 8 0 4

52
日本郵便

返 信

郵便往復はがき ①第１希望
　午後の部（例）
②第２希望
　午前の部（例）
③代表者の
　氏名・ふりがな・年齢
④代表者の
　郵便番号・住所
⑤代表者の電話番号
⑥同行者全員の
　氏名・ふりがな・年齢
　（４人まで記入可能）

代表者の住所

氏　　名　様

➡
往
復
は
が
き
の
書
き
方

広
報
広
聴
課（
☎
�
５
５
１
５
）

市
政
に
つ
い
て
の
提
案
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
連
絡
先
に
回
答
し
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
本
館
・
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、各
総
合
支
所
、

各
支
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
、
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
の
声
」

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の

「
市
民
の
声
」
の
コ
ー
ナ
ー
か

ら
、
ご
意
見
な
ど
を
投
稿
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
日
、
入

力
し
て
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
宛
て
に
回
答
し
ま
す
。

出
前
ト
ー
ク

　

地
域
や
集
会
な
ど
に
市
職
員

が
出
向
き
、
市
の
施
策
や
事
業

な
ど
、
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
テ

ー
マ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
10
人
以
上

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

テ
ー
マ　

自
由

実
施
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
９
時（
祝
日
・

振
替
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

会
場　

希
望
す
る
団
体
・
グ
ル

ー
プ
で
準
備

申
し
込
み　

希
望
す
る
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
同
課
へ

市
政
へ
の
提
案
箱

　

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た

「
市
政
へ
の
提
案
箱
」
に
備
え

付
け
て
あ
る
記
入
用
紙
に
、
市

政
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
・

提
案
・
ア
イ
デ
ア
と
、
氏
名
・

住
所
な
ど
を
記
入
し
、
箱
へ
入

　

「
市
政
へ
の
提
案
箱
」
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市
民
の
声
」

に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
は
、
市

政
運
営
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集

し
た
上
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
市
役
所
本
館
・
１
階

市
民
ホ
ー
ル
に
掲
示
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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・
建
築
一
式
工
事
部
門
…
㈱
西

邦
建
設〔
倉
田
山
公
園
野
球
場

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
改
築
工
事

（
建
築
工
事
）〕

・
水
道
施
設
工
事
部
門
…
森
・

丸
宗
・
神
都
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体〔
楠
部
配
水
池
更
新

工
事
〕

・
管
工
事
部
門
…
㈲
羽
田
野
設

備〔
倉
田
山
公
園
野
球
場
メ
イ

ン
ス
タ
ン
ド
改
築
工
事（
機
械

設
備
工
事
）〕

・
ほ
装
工
事
部
門
…
宮
本
・
西

邦
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

〔
倉
田
山
公
園
野
球
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
改
修
工
事
〕

・
電
気
工
事
部
門
…
シ
ン
フ
ォ

ニ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

〔
倉
田
山
公
園
野
球
場
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド
改
築
工
事（
電
気
設

備
工
事
）〕

・
そ
の
他
工
事
部
門
…
㈱
山
野

建
設〔
宮
川
橋
橋
梁
補
修
工
事
〕

※
定
期
予
防
接
種
対
象
者
以
外

の
人
は
任
意
接
種（
有
料
）と
な

り
ま
す
。
接
種
す
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
中
に

完
成
し
た
工
事
の
う
ち
、
成
績

が
特
に
優
秀
な
工
事
を
施
工
し

た
施
工
業
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
に
表
彰
さ
れ
た
施

工
業
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
土
木
一
式
工
事
部
門（
一
般
）

…
㈱
山
野
建
設〔
宮
川
水
管
橋

下
部
工（
Ａ
２
橋
台
）耐
震
補
強

工
事
〕

・
土
木
一
式
工
事
部
門（
汚
水

管
渠
）…
㈱
森
田
建
設〔
桧
尻
川

分
区
汚
水
幹
線
築
造（
そ
の
１
）

工
事
〕

日
本
脳
炎

　

日
本
脳
炎
は
、
蚊
が
媒
介
す

る
病
気
で
す
。

　

接
種
対
象
年
齢
の
人
は
、
ぜ

ひ
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
平
成
17
年
の
積
極

的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接

種
の
機
会
を
逃
し
た
人（
現
在
、

小
学
２
・
３
年
生
と
高
校
３
年

生
相
当
の
年
齢
の
人
）
を
対
象

に
、
未
接
種
分
の
予
診
票
を
５

月
に
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）

　

今
年
は
、
全
国
的
に
麻
し
ん

が
流
行
し
て
お
り
、
１
月
〜
４

月
上
旬
の
患
者
数
が
、
昨
年
１

年
間
の
届
出
数
を
既
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｒ
１
期
・
２
期
定
期
予
防

接
種
の
対
象
者
は
、
な
る
べ
く

早
く
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、「
広
報
い
せ
」
５
月

１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
課（
☎
�
２
４
３
５
）

消
防
本
部
予
防
課（
☎
�
１
２
６
８
）

定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

火
災
予
防
条
例
を
改
正

催
し
物
で
の
火
気
使
用
に

消
火
器
と
届
け
出
を
義
務
化

検
査
室（
☎
�
５
５
０
２
）

優
秀
施
工
業
者
を
表
彰

　

多
数
の
人
が
来
場
す
る
催
し

物
で
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
伊
勢
市
火
災
予
防
条
例
が

改
正
さ
れ
、
消
火
器
の
準
備
と

事
前
の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら

お詫びと訂正 健康課（☎�２４３５）

　「広報いせ」７月１日号・24ページに掲載し
ました「がん検診・骨粗しょう症検診実施医療

機関」について、次のとおり誤りがありました

ので、お詫びして訂正します。

畑肛門病院誤 畑肛門医院正

火気使用に対する義務付けの概要

※ 参加者同士が面識のある催し物（近親者のバーベキューなど）は対象外となります。

催し物 対象行為 義務付けられたこと

祭礼・縁日・
花火大会な
ど、多数の人
が集合する催
し物

こんろ・発電機など火災発生の
恐れのある器具などを使用する
とき

・消火器の準備

露店・屋台などを開設し、こん
ろ・発電機など火災発生の恐れ
のある器具などを使用するとき

・消火器の準備
・露店等の開設届け出

れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
催
し
物
や
行
為

な
ど
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。



伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師など
が年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています

問い合わせ　健康課（☎㉗2435）
（通話料無料）0000-000-000

フリーダイヤル

22広報いせ ●平成26年７月15日号

伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp

この広報紙は、再生紙を使用しています。広報いせ発行事業費〔平成26年度予算〕 　　2,900万円（24回分）

発行日／平成26年７月15日
発　行／伊勢市
編　集／情報戦略局広報広聴課
印　刷／千巻印刷産業株式会社

広報いせ 第145号 「広報いせ」では、財源を確保
するため、一部のページに企業
広告を掲載していますが、これ
らは市が広告主や商品を推奨す
るものではありません。

伊勢市
携帯サイト

パソコン http://www.city.ise.mie.jp
携帯 http://www.city.ise.mie.jp/m/

スポーツ課（☎㉒７８９５）

と き

9月23日㊗ 9：00～11：40
（受け付けは8：30～）

ところ

県営総合競技場
陸上競技場

参加費
無料

予算額〔平成26年度〕　　113万円※県営総合競技場感謝フェスティバルが同時開催されます。

※開催要項・申込書は各申込先にあります。また、市のホーム

ページに掲載しています。

※全種目に参加賞があります。

※傷害保険に加入しています。

※雨天の場合は中止することがあります。その場合は、午前７

時までに決定し、市のホームページでお知らせします。

申込先
スポーツ課（小俣総合支所内）、市役所

東庁舎・２階 教育委員会窓口、各支所、
二見公民館、小俣総合体育館、倉田山

公園野球場、伊勢フットボールヴィレ

ッジ、御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター

超人選手権 体 力 測 定

親子で奪取 !!

　「走る」「跳ぶ」「投げる」を基本とした三

種競技（50ｍ走・ロングジャンプ・ボーテ
ックス投げ）を行います。

対象　市内在住の①小学生・②中学生以上
の人

定員　各400人（先着順）
申し込み　申込書を、直接申込先へ
※小学生のみ合計得点によって総合順位付

けを行い、各学年男女別に１～３位を表

彰します。

※ボーテックスとは、楕円形をした手の平

サイズのボールのようなものです。

　「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「反復

横跳び」「立ち幅跳び」の５種目を行います。

対象　市内在住の人
※申し込みは不要です。

　サッカーボールを使った簡単なゲーム

（ボール集め）を行います。

対象　市内在住の子どもと保護者
※申し込みは不要です。

おじいちゃん、おば
あちゃんと

お孫さんもＯＫ

ダッシュ




